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60 歳からの

シシニニアア
　 　 ラライイフフ
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４
９・２
６
２・９
０
３
８

高
齢
福
祉
課

●
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る

　「
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談
」

　
認
知
症
は
、
早
期
の
段
階
で
の
対
応
が

重
要
で
す
。

日
時
　
12
月
8
日
㈮

　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
A
２
０
１
会
議
室

定
員
　
３
人（
申
込
順
）

申
込
方
法
　
11
月
22
日
㈬
ま
で
に
電
話

（
０
４
９
・
２
６
２
・
９
０
３
８
）で
申

し
込
む

※
申
し
込
み
後
、
担
当
の
高
齢
者
あ
ん
し

ん
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
て
お
話

を
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
文
京
学
院
大
学
の
学
生
が
詳
し
く
教
え

る
ス
マ
ホ
教
室
開
催

　
基
本
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

を
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
の
協
力
で
学
生
が

教
え
ま
す
。「
電
話
や
メ
ー
ル
機
能
し
か

使
え
て
い
な
い
」、「
気
に
な
る
こ
と
を
検

索
し
た
り
、
ア
プ
リ
を
使
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
人
に
お
す
す
め
の
教
室
で
す
。

日
時
　
12
月
2
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分（
1
時
15

分
か
ら
受
付
）

場
所
　
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
１
階

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
人

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
貸
し
出
し
は
あ
り

ま
せ
ん
。

定
員
　
20
人（
申
込
順
）

申
込
方
法
　
11
月
6
日
㈪
か
ら
電
話（

０
４
９
・
２
６
２
・
９
０
３
８
）で
申
し

込
む

 

０
４
９・２
６
６・１
１
１
１

大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
大
井
中
央
２
・
２
・
１

■
初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
利
用
者
登

録
が
必
要
で
す
。
本
人
確
認
書
類（
健

康
保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
健
康
相
談（
整
形
外
科
）

　
足
腰
の
痛
み
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
21
日
㈫

　
午
後
１
時
15
分
～
２
時

場
所
　
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　
健
康
相
談
室

担
当
医
　
ふ
ち
お
か
整
形
外
科

対
象
　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
　
５
人（
申
込
順
）

申
込
方
法
　
11
月
6
日
㈪
か
ら
大
井
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
事
務
室
か
電
話

（

０
４
９
・
２
６
６
・
１
１
１
１
）で

申
し
込
む

60 歳からの

シシニニアア
　 　 ラライイフフ

 介護予防センター（ 049・264・7270）

菜園ボランティア 活動中

　菜園ボランティアの皆さ
んが介護予防センター内に
ある畑と花壇で季節の野菜
や花を育てています。今年
は、畑の野菜を使った食事
会や花壇で育てたラベンダーで小物を作る講座を開催し
ました。これからの時期は、じゃがいもとサツマイモを
収穫し、焼き芋を作る予定です。畑作業や花壇づくりに
興味のあるボランティアを募集中です。
活動日時　毎週水・金曜日午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
※毎月第 1 火曜日に介護予防センターで打合せをします。
対象　市内在住で 65 歳以上の人
※新規に介護予防センターの利用登録をする人は、本人
確認書類（健康保険証など）をお持ちください。
※一般駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
ください。

市報
ふじみ野 2023.11

 

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料

　●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）

　
　「ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

21

市からの
お知らせ

DV は重大な人権侵害です

問合せ●市民総合相談室（ 049・262・9025）

問合せ●子育て支援課（ 049・262・9034）

　「女性の人権ホットライン」は、夫やパートナーからの暴力、ストーカー
行為など、女性をめぐるさまざまな人権問題に対応しています。強化
週間では、受付時間を延長して相談を受け付けます。秘密は厳守します。
日時　１１月15日㈬～２1日㈫午前８時３０分～午後７時（１8日

㈯・19日㈰は午前１０時～午後５時）
相談電話番号　 ０５７０・０７０・８１０
内容　法務局職員と人権擁護委員による電話相談

 さいたま地方法務局人権擁護課（ ０４８・８５1・1000）

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、暴力を使ってパー
トナーを支配しコントロールすることです。ＤＶの被害は女性
だけではなく、性別にかかわらず起こりえます。

　こども家庭庁では、児童虐待防止法
が施行された１１月に「オレンジリボン・
児童虐待防止推進キャンペーン」を実
施し、児童虐待問題に対する社会的関
心を喚起しています。児童虐待は、子
どもの心や身体を傷つけ、健やかな発
育・発達に深刻な影響を与えます。
　児童虐待かもしれないと思ったら、
右記の相談機関までご連絡ください。

　虐待を防ぐには、虐待としつけの違いや虐待の影響を知るこ
と、保護者のストレスの解消などが必要です。家庭児童相談室

（子育て支援課内）では、相談支援の他に「子どもの行動の
見方」「ほめる」「しかる」を学べる子育てプログラムを実施し

一人で悩まずすぐに相談を

相談してみませんか

あなたが望まない性的な行為は、全て性暴力です
　性暴力は、あなたに対する人権侵害です。性犯罪・性暴力の
相談窓口は、あなたの声を何よりも尊重し、あなたの意思を守る
ことに全力を尽くします。まずはあなたの声を聴かせてください。

性暴力で悩んでいる方へ

● 性犯罪・性暴力被害者のための
　ワンストップ支援センター
　 #8891（はやくワンストップ）
●性暴力に関するSNS相談「キュアタイム」

ふじみ野市
配偶者暴力相談支援センター

平日午前 8 時 30 分～午後 5 時
15 分（年末年始を除く）

女性相談員による相談（女性専用・予約制）　毎週月・火・木曜日、
毎月第１・３・５金曜日午前 10 時～正午、午後 1 時～ 4 時

その他の通報・相談窓口（緊急の場合は迷わず 110 番）

▲キュアタイム

049・262・9025

相談機関 電話番号

DV相談	＋（プラス）
電話・メールでの相談は、24
時間 365 日。チャットでの相談
は毎日正午～午後 10 時に受け
付け。メール、チャット相談は
内閣府 DV 相談 + のウェブサイ
トをご確認ください。

0120・279・889（ つ
なぐはやく）
※メールやチャットでも受
け付けています。

よりそいホットライン（性暴力、
ＤＶなど女性の相談）
24 時間年中無休（通話料無料）

0120・279・338
（案内３番）

相談機関 電話番号 受付時間
全国共通ダイヤル

（お近くの児童相談所につながります）
189（いちはやく）

※通話料無料。
24 時間対応年中無休

川越児童相談所 049・223・4152
月～金曜日午前８時 30 分
～午後６時 15 分

（祝日・年末年始を除く）

県虐待通報ダイヤル ＃ 7171
（048・762・7533）

24 時間対応年中無休

市子ども家庭総合支援拠点
（子育て支援課内） 049・262・9034

月～金曜日午前８時 30 分
～午後５時 15 分

（祝日・年末年始を除く）

DVパネル展を実施します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

ています。子育てに対する不安や悩みを相談してみませんか。
相談時間　平日午前９時～正午、午後１時～５時（午後４時ま

で受け付け）
相談方法　面接相談（要予約）・電話相談

女性に対する暴力をなくす運動
11 月 12 日㈰～ 25 日㈯


